
 

10/26-27 ひろしまフードフェスティバル 

ご来場いただき、ありがとうございました！！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食の提供ブース 
地産地消への理解促進をはかるため、ＪＡグループの各組織、広島県内の農業を学ぶ学校、食のプロ 

フェッショナルを育成する大学にご協力いただき、地元で愛されている「ALL HIROSHIMA」の食を提供しました。 

 午前中で売り切れとなったり、長蛇の列ができたりと大盛況でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡグループ広島は１０月２６、２７日に行われるひろしまフードフェスティバルで、「ＪＡふるさと地産

地消村」を展開しました。 

台風が直前に近づき、当日は足元が悪い中でしたが、フェスティバル全体では、２日間で８１万人

の方がご来場されました。 

ＪＡふるさと地産地消村にお越しくださったみなさま、ありがとうございました。 



 

■１３ＪＡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＪＡ全農ひろしま 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■農業高校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■短期大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

■広島県ＪＡ青壮年連盟 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体験型学習ブース 
JA グループが推奨している「地産地消」や「食農教育」「みんなのよい食プロジェクト」について、 

体験を通じて学んでいただきました。 

 

■よい食クイズラリー 

  クイズ５問と、体験プログラム(下記参照)に参加すると、ガラポン抽選に参加できる内容としました。 

抽選では、地産地消広島野菜盛り合わせや、広島のお米、野菜目利き市で野菜と引き換えできる笑味 

ちゃん缶バッジをプレゼントしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■野菜目利き市 

  来場者に野菜の品質管理や仕事体験を通じて、野菜の特徴を学習。ステージで展開し、観覧されている 

方にも楽しく学んでいただきました。子ども達がかわいらしく着飾り、店員さんに変身。売り場の野菜はあっ 

という間に売り切れとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

■みんなのよい食ステージ 

ＪＡふるさと地産地消村の出展者 PR ステージ。販売品目の紹介や、直近のイベント案内、普段の活動  

内容などを、来場者にＰＲしました。「い～ねくん」や「えびすちゃん」といったゆるキャラも登場！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ひろしま地産地消パズル 

広島県内の 13JA 毎に農産物や特産品が 

描かれたパネルを用意。パーツを組み合わ 

せて、制限時間内に「広島県地産地消マッ 

プ」を完成させます。 

■足踏み脱穀体験 

昔ながらの足踏み脱穀機で、お米の脱穀を

体験。参加者には、実際に脱穀したお米１合

をプレゼントしました。 


